
は
じ
め
に

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
深
刻
化
し
た
金
融
危
機
は
、
未
だ
完
全
な
る
終
息
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で

な
く
危
機
は
、
金
融
か
ら
財
政
、
通
貨
、
さ
ら
に
は
一
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
ま
た
ぐ
経
済
危
機
の
よ
う
に
、
地
域
横
断
的
な
危
機

と
い
え
る
状
況
に
ま
で
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
他
の
先
進
諸
国
に
先
駆
け
て
危
機
の
最
悪
期
を
脱
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
危
機
に
前

後
し
て
誕
生
し
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
下
で
抜
本
的
な
金
融
・
銀
行
規
制
改
革
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー

ル
等
の
導
入
に
関
す
る
議
論
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
国
際
金
融
市
場
を
リ
ー
ド
す
る
米
英
両
国
の
こ
う
し
た
改
革
論
議
は
、
今
後

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
制
改
革
に
向
け
た
議
論
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
許
す
限
り
に
お
い
て
、
現
時
点
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
規
制
改
革
の
議
論

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
危
機
を
経
て
生
じ
た
特
徴
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１
　
金
融
危
機
以
前
の
金
融
規
制
体
制

今
般
の
金
融
規
制
改
革
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
旧
規
制
体
制
が
構
築
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
た
い
。

一
九
八
〇
年
代
は
じ
め
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
周
知
の
と
お
り
金
融
規
制
と
い
え
ば
法
律
よ
り
シ
テ
ィ
の
慣
例
（
紳
士
協
定
）
に

（63）

イ
ギ
リ
ス
金
融
規
制
改
革
の
ゆ
く
え

簗
田
　
　
優



よ
る
自
主
規
制
が
優
先
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
下
で
一
九
八
六
年
に
成
立
し
た
金
融
サ

ー
ビ
ス
法
の
施
行
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
の
下
で
は
、
法
的
責
任
を
負
う
規
制
機
関
と
し
て
の
証
券
投
資
委
員
会
（Securities

an
d

In
vestm

en
t

B
oard：

Ｓ
Ｉ
Ｂ
）
が
設
置
さ
れ
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
が
そ
の
管
理
下
の
自
主
規
制
機
関
（S

elf
R

egulatory

O
rganization：

Ｓ
Ｒ
Ｏ
）
と
と
も
に
実
際
の
規
制
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
八
七
年
銀
行
法
の
下
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

銀
行
（B

ank
of

E
ngland：

Ｂ
Ｏ
Ｅ
）
の
機
能
が
強
化
さ
れ
、
銀
行
監
督
権
限
も
Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
付
託
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
慣
例
に
よ
る
自
主
規
制
か
ら
、
法
を
前
提
と
す
る
金
融
規
制
体
制
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
後
も
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
金
融
機
関
の
不
祥
事
や
破
綻
に
よ
り
金
融
業
界
の
安
定
的
な
運
営
は
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
は
言
え
ず
（
１
）、

依
然
と
し
て
金
融
規
制
体
制
の
整
備
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九

七
年
、
労
働
党
政
権
で
あ
る
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
財
務
大
臣
に
就
任
し
た
ゴ
ー
ド
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
ら
が
中
心
と

な
り
、
選
挙
公
約
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
金
融
規
制
・
銀
行
監
督
体
制
の
抜
本
的
な
改
革
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
一
九
九
七
年
一
〇

月
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
（F

inancialServices
A

uthority：

Ｆ
Ｓ
Ａ
）
に
改
組
さ
れ
、
個
別
銀
行
の
監
督
権
限
が
Ｂ
Ｏ

Ｅ
か
ら
Ｆ
Ｓ
Ａ
に
移
管
さ
れ
た
。
同
時
に
、
財
務
省
・
Ｂ
Ｏ
Ｅ
・
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
三
者
に
よ
る
「
財
務
省
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
・
金
融

サ
ー
ビ
ス
機
構
の
了
解
覚
書
き
（
２
）」

が
発
表
さ
れ
、
こ
の
三
者
が
協
力
か
つ
分
担
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
市
場
お
よ
び
金
融
機
関
を
規

制
・
監
督
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
一
般
的
に
はT

ripartite
R

egulatory
System （３

）
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
翌
一
九
九
八
年
に
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
法
が
改
正
さ
れ
て
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
金
融
政
策
の
独
立
性
が
公
式
に
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
市

場
法
が
成
立
す
る
と
、
そ
れ
に
お
い
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
個
別
銀
行
の
公
的
な
直
接
規
制
機
関
と
し
て
の
法
的
根
拠
を
得
た
。
そ
の
後
、
Ｆ

Ｓ
Ａ
に
は
保
険
・
証
券
も
含
め
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
規
制
・
監
督
権
限
が
集
中
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
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り
イ
ギ
リ
ス
金
融
規
制
の
旧
来
的
枠
組
が
一
応
の
完
成
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
（
４
）。

２
　
金
融
危
機
発
生
と
二
〇
一
二
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
へ
の
流
れ

今
次
金
融
危
機
が
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
見
解
が
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一

年
以
上
遡
る
二
〇
〇
七
年
八
月
に
起
こ
っ
た
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
、
金
融
危
機
の
始
ま
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
機
に

世
界
の
金
融
市
場
で
は
証
券
化
商
品
へ
の
信
用
が
一
気
に
失
わ
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
二
〇
〇
〇
年
代
中
頃
以
降
は
証
券
化
商
品

が
少
な
か
ら
ぬ
規
模
で
発
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
信
用
も
こ
れ
に
よ
り
失
墜
し
た
。
そ
の
結
果
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
買
手
不
在
と

な
っ
た
証
券
化
商
品
市
場
下
で
そ
の
新
規
発
行
が
困
難
と
な
り
、
ま
た
既
発
の
証
券
化
商
品
に
つ
い
て
も
価
格
の
下
落
が
生
じ
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
イ
ギ
リ
ス
で
代
表
的
な
証
券
化
商
品
で
あ
る
住
宅
ロ
ー
ン
担
保
証
券
（M

ortgage
B

acked
Securities：

Ｍ

Ｂ
Ｓ
）
の
発
行
を
行
っ
て
い
た
ノ
ー
ザ
ン
・
ロ
ッ
ク
が
流
動
性
危
機
に
陥
っ
た
。
ノ
ー
ザ
ン
・
ロ
ッ
ク
危
機
に
は
前
述
のT

ripartite

R
egulatory

System

に
も
と
づ
き
三
者
が
協
力
し
て
対
応
に
当
た
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
が
流
動
性
支
援
を
行
い
、
ま
た
財

務
省
が
中
心
と
な
り
問
題
銀
行
を
国
有
化
す
る
た
め
の
二
〇
〇
八
年
銀
行
法
（
時
限
法
）
を
立
法
し
て
ノ
ー
ザ
ン
・
ロ
ッ
ク
に
こ
れ

を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
ノ
ー
ザ
ン
・
ロ
ッ
ク
危
機
や
ビ
ッ
グ
・
フ
ォ
ー
の
う
ち
二
行
の
実
質
国

有
化
や
、
そ
し
て
一
連
の
金
融
シ
ス
テ
ム
不
安
の
深
刻
さ
が
増
す
に
つ
れ
、T

ripartite
R

egulatory
System

に
お
け
る
各
主
体
の

担
当
範
囲
の
不
明
確
さ
や
制
度
的
欠
陥
に
関
す
る
批
判
も
沸
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
代
表
的
な
も
の
を
示
す
と
以
下
の
と
お
り

と
な
る
。
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「
タ
ー
ナ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
（
５
）（

二
〇
〇
九
年
五
月
）」
に
お
け
る
批
判
（
６
）

・
Ｂ
Ｏ
Ｅ
は
イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
採
用
す
る
金
融
政
策
の
分
析
に
焦
点
を
当
て
る
傾
向
が
あ
り
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の"F

inancial
Stability

R
eport"

を
策
定
し
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
れ
に
お
け
る
分
析
が
Ｂ

Ｏ
Ｅ
の
政
策
に
十
分
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

・
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
個
々
の
金
融
機
関
の
監
督
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
た
た
め
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
へ
の
監
督
意
識
が
不
十
分
だ

っ
た
。

・
Ｂ
Ｏ
Ｅ
と
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
分
析
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
も
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
・
ツ
ー
ル
を
利
用

す
る
こ
と
も
な
く
、
両
者
の
間
に
規
制
領
域
の
隙
間
が
生
じ
て
い
た
こ
と
。

「
財
務
省
新
提
案
（
７
）（

二
〇
一
〇
年
七
月
）」
に
お
け
る
批
判

・
Ｂ
Ｏ
Ｅ
は
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
安
定
を
図
る
責
任
を
持
ち
な
が
ら
、
一
方
で
そ
れ
を
実
現
す
る
政
策
手
段
が
限
ら
れ
て
い

た
。

・
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
金
融
安
定
の
た
め
の
政
策
手
段
を
持
っ
て
い
た
が
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
業
務
範
囲
が
あ
ま
り
に
も
広
か
っ
た
た
め
金
融
シ

ス
テ
ム
の
安
定
面
に
十
分
な
焦
点
を
当
て
た
行
動
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

・
一
番
の
問
題
と
し
て
、
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
観
点
か
ら
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
安
定
を
図
る
役
割
を
担
う
機
関
が
存

在
し
て
お
ら
ず
、「
個
別
金
融
機
関
の
安
定
」
と
「
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
安
定
」
を
結
ぶ
監
督
ル
ー
ト
が
欠
如
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
批
判
（
分
析
）
も
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
圏
諸
国
等
に
お
け
る
金
融
規
制
改
革
が
具
体
的
に
進
み
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だ
す
以
前
か
ら
、
新
た
な
金
融
規
制
・
銀
行
監
督
体
制
の
整
備
が
適
宜
行
わ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
前
述
の
二
〇
〇
八
年

銀
行
法
で
問
題
の
あ
る
金
融
機
関
の
国
有
化
が
可
能
と
さ
れ
、
ま
た
二
〇
〇
九
年
銀
行
法
で
は
二
〇
〇
八
年
銀
行
法
の
恒
久
化
を
決

定
し
、
同
時
に
投
資
銀
行
の
破
綻
処
理
を
倒
産
法
に
従
っ
て
行
え
る
よ
う
に
し
た
特
別
破
綻
処
理
制
度
（S

pecial
R

esolution

Schem
e：

Ｓ
Ｒ
Ｓ
）
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
タ
ー
ナ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
（
８
）

に
よ
る
提
言
を
経
て
二
〇

一
〇
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
（
９
）

が
成
立
し
、
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
の
策
定
や
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
、
財
務
省
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
で
構
成
さ
れ
る
金
融
安
定
協

議
会
（C

ouncil
for

F
inancial

Stability：

Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
の
設
置
、
ま
た
役
員
報
酬
や
空
売
り
規
制
の
強
化
と
そ
れ
に
関
す
る
Ｆ
Ｓ
Ａ

権
限
の
範
囲
拡
大
と
強
化
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
五
月
に
保
守
党
と
自
民
党
の
連
立
政
権
で
あ
る
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ

ャ
メ
ロ
ン
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
こ
の
政
権
下
で
財
務
大
臣
に
就
任
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
へ
の
個
別
金
融
機

関
監
督
権
限
の
返
還
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
解
体
、
抜
本
的
な
金
融
規
制
改
革
な
ど
の
方
針
を
表
明
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
年
の
パ
リ
バ
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
金
融
シ
ス
テ
ム
の
大
混
乱
が
生
じ
た
こ

と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
二
〇
一
〇
年
一
月
に
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
が
提
案
さ
れ
る
前
か
ら
、
金
融
市
場
・
銀
行
規
制
の
改
革
が
議

論
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
誕
生
以
降
、
つ
ぎ
に
み
る
よ
う
な
規
制
改
革
が
具
体
的
に
押
し
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

３
　
二
〇
一
二
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
案
（T

he
F
inancialS

ervices
B
ill2012

）

二
〇
一
二
年
一
月
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
同
法
案
は
二
〇
一
〇
年
七
月
か
ら
財
務
省
を
中
心
に
議
論
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
数
度
に
わ
た
る
報
告
書
提
出
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た
議
論
を
経
て
、
よ
う
や
く
議
会
提
出
に
こ
ぎ
つ
け
た

法
案
で
あ
る
。
予
定
と
し
て
は
二
〇
一
二
年
一
二
月
五
日
の
第
三
読
会
（
最
終
読
会
）
で
議
会
に
お
け
る
議
論
を
終
え
、
二
〇
一
二
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年
内
に
閣
議
決
定
を
し
て
、
二
〇
一
三
年
第
１
四
半
期

中
に
施
行
、
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

同
法
案
は
多
岐
に
わ
た
る
事
案
が
議
論
さ
れ
て
お
り

そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
深
い
物
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
な
か

で
も
今
次
金
融
危
機
を
経
た
こ
と
で
議
論
が
深
ま
っ
た

点
に
絞
り
内
容
を
み
て
い
き
た
い
。
と
く
に
重
要
な
も

の
と
し
て
、
前
述
の
と
お
り
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
機
能
移
管
と
解

体
を
と
も
な
う
金
融
規
制
体
制
の
枠
組
み
そ
の
も
の
の

改
革
、
お
よ
び
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
の
強
化
に
つ
い
て

の
議
論
が
挙
げ
ら
れ
る
。

図
１
が
新
た
な
枠
組
案
の
全
体
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

最
も
重
要
な
点
と
し
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
内
部
に
金
融
安

定
委
員
会
（
10
）（F

inancialPolicy
C

om
m

ittee：

Ｆ
Ｐ
Ｃ
）

を
設
置
し
、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
に
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
マ
ク

ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
監
督
に
責
任
を
持
た
せ
る
点
で
あ

る
。
く
わ
え
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
を
解
体
し
、
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ｓ
Ａ

が
担
っ
て
い
た
権
限
お
よ
び
業
務
を
、
新
設
の
プ
ル
ー

デ
ン
ス
規
制
機
構
（P

ruden
tial

R
egulation

（68）

図１　イギリスの新金融規制監督体制案

イングランド銀行（BOE）

財務省、PRA、FCAを含む関係当局と協力し、
イギリスの金融システムの安定を保護・強化
する。
またBOEは特別破綻処理制度を利用して破
綻銀行を処理する責任を負う。

金融システムの強靭性を保護・強化する観点か
ら、システミック・リスクを除去・軽減するた
めの措置を実施することを通じ、金融の安定を
保護・強化するBOEの目的に貢献する。

金融安定委員会（FPC）

子会社

プルーデンス規制 プルーデンス規制 行為規制 プルーデンス規制
行為規制

プルーデンス規制機構（PRA）
監督下の金融機関の安定と健全性を促進
し、また破綻時の影響を最小化すること
を通じて、金融の安定・強化を図る。

金融行為監督機構（PCA）
金融サービスにおける効率と選択の促進、
消費者保護の保証、金融システムの信頼
性の保護・強化を通じて、イギリスの金
融システムの信頼を強化する。

金融システム・インフラ

清算機関（CCP）、決済システ
ム、支払システム

プルーデンス上重要な企業

預金取扱機関、保険会社、一部
の投資会社（投資銀行含む）

投資会社、取引所、その他の
金融サービス会社

独立系金融アドバイザー、保険
ブローカー、運用会社、取引所

FPCがシステミック・リスクに対処
するために勧告・指示を行う権限

（出所）HM Treasury [2011a] p. 5.より訳出、まとめ。



A
uthority：

Ｐ
Ｒ
Ａ
）
と
金
融
行
為
監
督
機
構
（F

inancial
C

onduct
A

uthority：

Ｆ
Ｃ
Ａ
）
の
２
機
関
に
移
管
す
る
点
も
ポ
イ

ン
ト
と
い
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
新
設
機
関
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
く
わ
え
る
と
、
ま
ず
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
総
裁
が
議
長
と
な
る
組
織
で
、
金
融
シ

ス
テ
ム
の
強
靱
性
を
保
護
・
強
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
除
去
・
軽
減
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
、
そ

れ
を
通
じ
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
最
終
的
な
目
的
を
同
じ
く
す
る

Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
、
具
体
的
な
業
務
を
通
じ
て
貢
献
す
る
形
と
な
る
。
な
お
個
別
金
融
機
関
へ
の
監
督
権
限
は
有
し
て
い
な
い
。

つ
ぎ
に
Ｐ
Ｒ
Ａ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
子
会
社
形
式
で
新
設
さ
れ
、
議
長
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
総
裁
、
委
員
長
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
副
総
裁
の

う
ち
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
担
当
の
副
総
裁
が
担
う
。
役
割
と
し
て
は
、
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
上
で
最
も
重
要
な
、
預
金
取
扱
い
金
融

機
関
・
保
険
会
社
・
一
部
の
重
要
な
投
資
会
社
の
ミ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
監
督
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
く
わ
え
て
、

監
督
対
象
機
関
が
破
綻
し
た
際
に
生
じ
る
他
へ
の
影
響
を
極
力
排
除
す
る
と
い
う
責
任
も
課
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
Ｆ
Ｃ
Ａ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
財
務
相
の
指
名
し
た
者
が
議
長
お
よ
び
委
員
長
と
な
る
組
織
で
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
か
ら
独
立
し
て
設
置

さ
れ
る
。
目
的
と
し
て
は
、
消
費
者
保
護
の
確
保
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
の
保
護
・
強
化
、
金
融
市
場
の
効
率
的
な
競
争
が
な

さ
れ
る
環
境
整
備
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｆ
Ｃ
Ａ
に
は
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
監
督
下
に
な
い
金
融
機
関
の
プ
ル
ー
デ
ン
ス
と
行
為

規
制
に
た
い
す
る
責
任
も
課
さ
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｐ
Ｃ
の
機
能
や
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
と
併
せ
る
と
多
元
的
な
規
制
体
制
が

敷
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
規
制
が
一
九
九
七
年
以
来
採
っ
て
き
た
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ
（
11
）

か
ら
ツ
イ
ン
ピ
ー

ク
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
12
）

へ
転
換
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
も
財
務
省
も
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

な
お
、
上
記
の
他
に
も
、
二
〇
〇
九
年
法
で
定
め
ら
れ
た
Ｓ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
Ｂ
Ｏ
Ｅ
が
責
任
を
持
つ
こ
と
、
危
機
時
に
は
財
務
省

と
Ｂ
Ｏ
Ｅ
が
協
調
行
動
を
と
る
こ
と
を
義
務
化
す
る
こ
と
、
公
的
資
金
利
用
時
に
は
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
財
務
省
へ
の
通
知
を
義
務
化
す
る
こ

（69）



と
、
公
的
資
金
利
用
に
つ
い
て
財
務
大
臣
か
ら
Ｂ
Ｏ
Ｅ
総
裁
へ
の
指
示
権
限
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
確
認
と
責
任
追
加
も
同

法
案
に
は
盛
り
込
ま
れ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
た
な
金
融
規
制
・
監
督
体
制
の
枠
組
案
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
安
定
を
図
る
た
め
の
責
任
・
権
限
・

ツ
ー
ル
を
Ｂ
Ｏ
Ｅ
に
再
び
集
中
さ
せ
る
方
針
を
明
確
に
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
が
か
つ
て
手
放
し
た
「
シ
テ
ィ
の
番
人
」

と
し
て
の
立
場
を
再
び
取
り
戻
す
よ
う
な
枠
組
み
へ
の
復
帰
案
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
新
規
制
体
制
の
確
立
に
先
立
ち
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た"B

usiness
Plan

2012/13"

に
お
い
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
内
部

にPrudential
B

usiness
U

nit
（
Ｐ
Ｂ
Ｕ
）
とC

onduct
B

usiness
U

nit

（
Ｃ
Ｂ
Ｕ
）
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
同
法

案
が
成
立
し
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
内
に
設
け
ら
れ
た
両
ユ
ニ
ッ
ト
が
ツ
イ
ン
ピ
ー
ク
ス
・
モ
デ
ル
で
の

規
制
・
監
督
を
行
う
。

４
　
独
立
銀
行
委
員
会
報
告
と
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー

キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
誕
生
後
、
金
融
規
制
体
制
の
改
革
と
は
別
に
銀
行
業
務
の
範
囲
や
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
政
権
誕
生
の
翌
月
の
二
〇
一
〇
年
六
月
に
「
独
立
銀
行
委
員
会
（Independent

C
om

m
ission

on
B

anking：

Ｉ
Ｃ
Ｂ
）」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
設
置
後
に
二
度
に
わ
た
り
報
告
書
（
13
）

を
公
表
し
、
こ
れ
に
お
い
て
「
リ
テ
ー
ル
・
バ
ン
ク

と
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
バ
ン
ク
の
分
離
論
」
と
「
イ
ギ
リ
ス
独
自
の
自
己
資
本
比
率
規
制
（
損
失
吸
収
力
）
の
導
入
」
を
骨
子
と
す
る

提
言
を
行
っ
た
。
政
府
は
こ
れ
に
大
筋
で
同
調
し
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
公
表
し
た
国
際
決
済
銀
行
（B

ank
for

International

Settlem
ent：

Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
と
の
共
同
文
書
（
14
）

に
お
い
て
、
こ
れ
を
も
と
に
新
銀
行
制
度
を
二
〇
一
五
年
五
月
ま
で
立
法
化
す
る
と
し
た
。

さ
ら
に
二
〇
一
二
年
六
月
、
財
務
省
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
の
二
度
目
の
報
告
書
（
以
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
最
終
報
告
書
）
を
立
法
化
す
る
た
め
の
ホ
ワ

（70）



イ
ト
ペ
ー
パ
ー
（「H

M
T

reasury
[2012a]

）
を
公
表
し
、
具
体
的
な
立
法
手
続
き
の
準
備
に
入
っ
た
。
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、

本
節
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
最
終
報
告
書
お
よ
び
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
骨
子
と
も
い
え
る
、
上
記
の
二
つ
の
提
言
に
つ
い
て
確
認
し
、
今
後

の
銀
行
規
制
改
革
案
の
方
向
性
を
確
認
し
た
い
（
15
）。

（
１
）〝
リ
テ
ー
ル
・
バ
ン
ク
〞
と
〝
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
バ
ン
ク
〞
の
分
離
論

ま
ず
リ
テ
ー
ル
・
バ
ン
ク
と
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
バ
ン
ク
の
分
離
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
バ
ン
ク
形
式
を
採
っ
て

い
る
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
か
ら
、
リ
テ
ー
ル
業
務
を
行
う
部
分
を
「
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
内
で
分
離
し
、

ホ
ー
ル
セ
ー
ル
業
務
に
お
け
る
リ
ス
ク
か
ら
リ
テ
ー
ル
預
金
を
保
護
す
る
形
式
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
は
、
本
拠
の
国
籍
を

問
わ
ず
イ
ギ
リ
ス
に
立
地
す
る
銀
行
（
他
国
銀
行
の
イ
ギ
リ
ス
子
会
社
も
含
む
）
と
さ
れ
て
い
る
（
16
）。

ま
た
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ

ン
ク
は
法
的
に
独
立
し
た
主
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
傘
下
に
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
業
務
を
行
う
子
会
社
（
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
・
バ
ン
ク
）

を
所
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
は
リ
ス
ク
委
員
会
、
報
酬
委
員
会
等
の
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
自
主
的
に
監
督
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
先
に
述
べ
た
ウ
ォ
ー
カ

ー
・
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
指
摘
が
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
の
業
務
に
つ
い
て
の
方
針
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
き
く
分
け
て
「
禁
止
さ
れ
る
業
務
」、「
許

容
さ
れ
る
業
務
」、「
義
務
化
さ
れ
る
業
務
」
と
し
て
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
ま

ず
個
人
や
中
小
企
業
か
ら
の
預
金
受
入
や
当
座
貸
越
は
「
義
務
化
」
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
領
域
（E

uropean

E
conom

ic
A

rea：

Ｅ
Ｅ
Ａ
）
内
に
限
り
、
す
べ
て
の
顧
客
に
た
い
す
る
当
座
預
金
・
貯
蓄
性
預
金
・
投
資
商
品
の
販
売
を
含
む
預

金
・
決
済
業
務
、
貿
易
金
融
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
以
外
の
銀
行
の
商
品
販
売
・
投
資

（71）



ア
ド
バ
イ
ス
は
「
許
容
」
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
禁

止
」
と
さ
れ
る
の
は
、
Ｅ
Ｅ
Ａ
外
の
顧
客
に
た
い

す
る
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
、
金
融
機
関
向
け
の
預

金
受
入
・
決
済
業
務
以
外
の
業
務
、
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
関
連
業
務
等
で
あ
る
。
た
だ
し
、
金
利
リ
ス
ク

や
為
替
リ
ス
ク
の
ヘ
ッ
ジ
目
的
の
「
単
純
な
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
の
組
成
・
販
売
」
に
つ
い
て
は
禁
止
と

さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
形
式
の
提
案
は
、
先
に
述
べ
た
と

お
り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
バ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム
を
許
容

し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
機
関
に
お
け
る
リ
テ

ー
ル
預
金
が
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
業
務
の
リ
ス
ク
か

ら
分
離
さ
れ
保
護
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築

す
る
意
図
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
形
式
を
よ
り
安
定
的
に
運
営
す
る
た

め
、
つ
ぎ
に
み
る
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
独
自
の
自
己

資
本
比
率
規
制
を
敷
く
方
針
も
示
さ
れ
て
い
る
。

（72）

図２　リングフェンス・バンクの業務範囲

禁止される業務

・EEA外（EEA外顧客向）の業務
・金融機関向けの預金受入、決済
業務以外の業務。 

以下の業務を含む、すべての顧客
にたいする業務
・代理または自己のデリバティブ
取引の組成・アレンジ、執行。
・株式、社債、転換社債、パート
ナー出資、投資信託、ETFへの
投資。
・証券オリジネーション、トレー
ディング、レンディング（自社
発行の証券化商品のオリジネー
ト、保有は可）。
・株式・社債の販売の引受。

許容される業務

EEA内の全顧客にたいする以下の
業務
・当座預金、貯蓄性預金、投資商
品の販売を含む預金の受け入れ・
決済。

EEA内の個人、非金融会社にたい
する以下の業務
・住宅ローン、クレジットカード
を含む消費者、企業への有担保・
無担保貸出。
・貿易金融、プロジェクト・ファ
イナンスの提供。
・リングフェンス・バンク以外へ
の商品提供・アドバイス。

義務化される業務

個人・中小企業の預金の受け入
れ、オーバードラフトの提供。

（出所）Independent Commission on Banking [2011b] p. 54.より訳出、まとめ。



（
２
）
イ
ギ
リ
ス
独
自
の
自
己
資
本
比
率
規
制

イ
ギ
リ
ス
独
自
の
自
己
資
本
比
率
規
制
は
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
の
資
本
を
堅
固
な
も
の
に
す
る
意
図
に
く
わ
え
、
今
次

金
融
危
機
で
経
営
難
に
陥
っ
た
金
融
機
関
の
公
的
資
金
に
よ
る
救
済
に
関
す
る
納
税
者
等
か
ら
の
批
判
を
考
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｂ
か
ら
は
、
今
後
イ
ギ
リ
ス
で
活
動
す
る
銀
行
に
は
自
己
資
本
比
率
規
制
を
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
規
制
と
は
別
に
定
め
、
損
失
吸
収
力
（Loss

A
bsorbency

）
を
強
化
し
て
今
後
に
備
え
る
こ
と
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
方
策

の
ひ
と
つ
が
、「
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
」
と
し
て
の
自
己
資
本
比
率
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
三
％
上
乗
せ
賦
課
で
あ
る
。
ホ

ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
概
ね
提
案
ど
お
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
表
せ
ば
、
大
規
模
な
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
に
た
い
し
て
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で
規
定
さ
れ
て
い
る
普
通
株T

ier
1

比
率
（
七
％
）
に
く
わ
え
三
％
の
「
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
」
を
別
途
上
乗
せ
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
合
計
一
〇
％
）。

こ
こ
で
い
う
大
規
模
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
と
は
、
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
対
イ
ギ
リ
ス
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
が
三
％
超
の
リ
ン
グ
フ

ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
で
、
具
体
的
に
は
ビ
ッ
グ
・
フ
ォ
ー
に
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
Ｕ
Ｋ
と
ネ
ー
シ
ョ
ン
ワ
イ
ド
住
宅
金
融
組
合
を
く
わ
え

た
六
行
と
な
る
（
17
）。

そ
し
て
同
比
率
が
三
％
以
下
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
に
は
段
階
的
に
〇
〜
三
％
未
満
ま
で
の
リ
ン
グ
フ
ェ

ン
ス
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
が
課
さ
れ
る
。
な
お
、
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
とG

-SIB
s

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
（
一
〜
二
・
五
％
）
（
18
）

の
両

方
が
課
さ
れ
る
銀
行
に
は
、
ど
ち
ら
か
高
い
方
の
み
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
最
終
報
告
で
は
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
（
資
本
／
総
資
産
）
に
つ
い
て
も
提
言
が
な
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
す
べ
て
の

イ
ギ
リ
ス
に
籍
を
置
く
銀
行
お
よ
び
す
べ
て
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
は
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
を
三
％
（
レ
バ
レ
ッ
ジ
三
三
倍

程
度
）
に
す
る
と
い
う
提
言
で
あ
る
。
そ
し
て
中
小
規
模
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
は
同
四
・
〇
六
％
（
レ
バ
レ
ッ
ジ
二
五
倍

程
度
）
と
す
る
こ
と
も
提
言
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
国
際
基
準
と
の
整
合
性
が
取
れ
な
く
な
る
懸
念
か
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ら
こ
れ
を
否
定
し
た
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
委
員
長
の
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ
卿
と
委
員
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ウ
ル
フ
は
こ
れ
を
不
服
と
し
、

む
し
ろ
三
％
で
も
リ
ス
ク
が
高
く
一
〇
％
（
レ
バ
レ
ッ
ジ
一
〇
倍
）
程
度
が
好
ま
し
い
と
も
述
べ
て
い
る
（
19
）。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
議
論
次
第
で
変
更
が
く
わ
え
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
危
機
前
ま
で
は
経
営
に
行
き
詰
っ
た

金
融
機
関
は
救
済
す
る
（
ベ
イ
ル
ア
ウ
ト
）
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
後
は
金
融
機
関
の
破
綻
も
状
況
に
応
じ
て
や
む
な

し
と
し
、
実
際
に
破
綻
が
生
じ
た
際
に
は
株
主
や
債
権
者
に
も
損
失
を
負
担
さ
せ
る
（
ベ
イ
ル
イ
ン
）
枠
組
み
を
設
け
る
方
針
、
そ

し
て
金
融
機
関
に
は
そ
の
原
資
と
な
る
ベ
イ
ル
イ
ン
・
ボ
ン
ド
を
資
産
規
模
に
応
じ
て
保
有
す
る
（P

rim
ary

Loss-A
bsorbing

C
apacity

）
こ
と
を
義
務
付
け
る
提
案
な
ど
で
あ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
最
終
報
告
お
よ
び
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
一
部
の
議
論
の
み
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
ら
の
議
論
が
現
実

化
す
る
と
、
今
後
の
銀
行
規
制
の
み
な
ら
ず
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
更
も
必
要
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス

（
シ
テ
ィ
）
の
国
際
金
融
に
お
け
る
位
置
付
け
を
考
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
規
制
改
革
の
動
向
次
第
で
も
あ
る
が
、
国
際
金
融
規
制

の
枠
組
み
に
大
き
な
変
化
の
潮
流
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
で
、
今
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
規
制
改
革
に
関

す
る
議
論
は
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

イ
ギ
リ
ス
は
今
次
金
融
危
機
の
影
響
を
早
い
段
階
か
ら
受
け
、
金
融
機
関
の
破
綻
や
国
有
化
を
経
験
し
た
。
と
は
い
え
、
一
定
の

落
ち
着
き
が
み
ら
れ
る
現
時
点
で
は
更
な
る
金
融
危
機
の
深
刻
化
は
予
想
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
数
年
は
新
た
な
金
融
規
制
や
銀
行

制
度
の
構
築
に
む
け
た
議
論
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
国
際
金
融
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
や
、
金
融
業
が
国
内
経
済
を
支
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え
る
部
分
が
他
国
に
比
し
て
大
き
い
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
構
造
か
ら
み
れ
ば
、
先
進
的
な
金
融
規
制
体
制
を
他
国
に
先
ん
じ
て

確
立
す
る
こ
と
は
今
後
も
国
際
競
争
力
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
で
も
あ
る
。

予
定
通
り
二
〇
一
二
年
内
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
案
が
成
立
し
、
ま
た
二
〇
一
五
年
五
月
ま
で
に
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
も
と
に
し

た
立
法
も
行
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
は
各
金
融
機
関
が
法
令
遵
守
の
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
更
を
行
う
局
面
に

入
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
ま
で
に
、
国
際
的
な
金
融
危
機
に
は
一
定
の
収
束
が
み
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う

で
あ
っ
て
も
国
際
金
融
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
規
制
体
制
を
構
築
す
る
意
思
を
失
う

こ
と
な
く
議
論
を
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
国
際
金
融
規
制
体
制
の
改
革
議
論

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
今
後
の
イ
ギ
リ
ス
金
融
規
制
改
革
の
ゆ
く
え
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

注（
１
）

一
九
九
一
年
の
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
事
件
、
一
九
九
三
年
頃
の
個
人
年
金
保
険
不
正
販
売
問
題
、
一
九
九
五
年
の
ベ
ア
リ
ン
グ
ス
の
破
綻
な
ど
。

（
２
）

"M
em

orandum
ofU

nderstanding
betw

een
H

M
T

reasury,the
B

ank
ofE

ngland
and

the
F

inancialServices
A

uthority"

（
３
）

大
ま
か
に
言
え
ば
、
財
務
省
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
・
金
融
市
場
の
規
制
に
関
す
る
法
的
枠
組
の
整
備
を
行
い
、
Ｂ
Ｏ
Ｅ
が
金
融
シ
ス
テ
ム
全

体
の
安
定
性
確
保
に
責
任
を
負
い
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
法
的
枠
組
の
な
か
で
個
別
金
融
機
関
の
規
制
・
監
督
を
行
う
と
い
う
分
業
体
制
。

（
４
）

た
だ
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
に
関
す
る
規
制
監
督
権
限
は
例
外
的
に
住
宅
ロ
ー
ン
貸
付
業
協
会
（C

ouncilof
M

ortgage
Lenders：

Ｃ
Ｍ
Ｌ
）

が
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
自
主
規
制
ル
ー
ル
で
あ
る
モ
ー
ゲ
ー
ジ
・
コ
ー
ド
に
も
と
づ
く
規
制
監
督
が
行
わ
れ
た
。

（
５
）

"T
he

T
urner

R
eview

:A
R

egulatory
R

esponse
to

the
G

lobalB
anking

C
risis"
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（
６
）

小
立
（
二
〇
一
二
）
七
一
頁
に
お
け
る
ま
と
め
等
を
参
考
に
し
た
。

（
７
）

"A
N

ew
A

pproach
to

F
inancialR

egulation
:B

uilding
a

Stronger
System

"
（
８
）

"W
alker

R
eview

of
C

orporate
G

overnance
of

U
K

B
anking

Industry"

。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
や
報
酬
制
度
改

革
等
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

（
９
）

基
本
的
に
は
二
〇
〇
〇
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
の
改
定
で
あ
っ
た
が
、
金
融
危
機
の
反
省
を
踏
ま
え
た
内
容
が
追
記
さ
れ
た
。

（
10
）

英
語
表
記
は"F

inancialPolicy
C

om
m

ittee"

で
あ
る
た
め
、
日
本
語
で
は
「
金
融
政
策
委
員
会
」
と
表
記
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
通

常
イ
ギ
リ
ス
で
金
融
政
策
委
員
会
と
言
え
ば"M

onetary
Policy

C
om

m
ittee"

を
指
す
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
最
近
の
日
本
国
政
府
系
機

関
の
文
書
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
、「
金
融
安
定
政
策
委
員
会
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

（
11
）

単
一
の
総
合
的
な
監
督
機
関
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
監
督
を
担
う
手
法
。
日
本
、
現
時
点
で
の
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
ス
イ
ス
が
こ
の
手
法
を
採
っ
て
い
る
。

（
12
）

規
制
監
督
の
目
的
に
合
わ
せ
て
監
督
機
関
を
二
つ
に
分
け
る
手
法
。
今
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
プ
ル
ー
デ
ン
ス
監
督
と
業
務
行
為
監
督
を

別
々
の
機
関
が
二
元
的
に
監
督
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
オ
ラ
ン
ダ
が
既
に
こ
の
形
態
を
採
っ
て
い
る
。

（
13
）

IndependentC
om

m
ission

on
B

anking
[2011a],[2011b].

（
14
）

H
M

T
reasury

[2011c].

原
文
は
共
同
で
執
筆
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
講
評
段
階
で
は
財
務
省
の
単
独
文
書
と
な
っ
て
い
る
。

（
15
）

二
〇
一
二
年
一
二
月
時
点
で
は
未
定
の
点
も
あ
り
、
本
稿
発
行
後
に
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
同
議
論
に
つ
い
て
の
叙
述

は
、
原
文
を
も
と
に
小
林
（
二
〇
一
二
）、
鈴
木
（
二
〇
一
二
）、
三
谷
（
二
〇
一
二
）
も
参
考
と
し
た
。

（
16
）

Ｉ
Ｃ
Ｂ
最
終
報
告
書
の
段
階
で
は
対
象
に
住
宅
金
融
組
合
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
お
い
て
は
住
宅
金
融
組
合
は
含

ま
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
預
金
受
入
総
額
二
五
〇
億
ポ
ン
ド
未
満
の
銀
行
は
こ
の
適
用
外
と
な
る
。
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（
17
）

中
小
規
模
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
・
バ
ン
ク
に
は
、
同
バ
ッ
フ
ァ
ー
を
賦
課
し
な
い
、
ま
た
は
賦
課
率
を
減
じ
る
方
向
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

（
18
）

グ
ロ
ー
バ
ル
に
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行
（G

lobalSystem
ically

Im
portant

B
anks

:G
-SIB

s

に
課
さ
れ
る
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
。
バ
ー
セ

ル
Ⅲ
に
よ
る
拡
張
規
定
。

（
19
）

F
inancialT

im
es

電
子
版
、
記
事
番
号
﹇120614

﹈。

参
考
文
献

・
井
上
武
（
二
〇
〇
九
）、「
欧
州
に
お
け
る
金
融
規
制
改
革
の
議
論
」、『
資
本
市
場
ク
ウ
ォ
ー
タ
リ
ー
』
二
〇
〇
九
年
春
号
収
録
、
野
村
資
本
市
場

研
究
所
。

・
河
村
賢
治
（
二
〇
一
〇
）、「
英
国
に
お
け
る
金
融
制
度
改
革
―
ア
メ
リ
カ
方
途
の
対
比
に
お
い
て
―
」（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
五
日
講
演
録
、
於

早
稲
田
大
学
）。

・
小
立
敬
（
二
〇
一
二
）、「
英
国
の
金
融
規
制
シ
ス
テ
ム
改
革
法
―
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
に
重
点
を
置
い
た
体
制
築
―
」、『
野
村
資
本
市
場
ク

ウ
ォ
ー
タ
リ
ー
』
二
〇
一
二
年
夏
号
、
野
村
資
本
市
場
研
究
所
。

小
立
敬
（
二
〇
一
一
）、「
リ
テ
ー
ル
・
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
英
国
銀
行
改
革
―
独
立
委
員
会
の
最
終
報
告
―
」、『
野
村
資
本
市

場
ク
ウ
ォ
ー
タ
リ
ー
』
二
〇
一
一
年
秋
号
、
野
村
資
本
市
場
研
究
所
。

・
小
林
襄
治
（
二
〇
一
二
）、「
英
国
の
銀
行
改
革
（
独
立
銀
行
委
員
会
報
告
）
―
大
き
す
ぎ
て
救
え
な
い
　
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
と
最
低
一
七
％
の
損

失
吸
収
資
本
―
」（
二
〇
一
二
年
二
月
九
日
講
演
録
、
於
日
本
証
券
経
済
研
究
所
）、『
証
券
レ
ビ
ュ
ー
』
第
五
二
巻
三
号
、
日
本
証
券
経
済
研
究

所
。

・
鈴
木
利
光
（
二
〇
一
二
）、「
Ｅ
Ｕ
の
金
融
規
制
改
革
に
お
け
る
英
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
〜
英
国
は
金
融
立
国
と
し
て
の
地
位
を
保
て
る
か
〜
」、『
大
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和
総
研
調
査
季
報
』
二
〇
一
二
年
春
号
収
録
、
大
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